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令和５年度 第１回 社会教育委員の会議【書面開催】摘録

【摘録記録日】 令和５年７月１４日（月）

【開 催 方 法】 書面開催

令和５年７月１４日（金）～７月２１日（金）

対面により内容説明のうえ資料配付、７月３１（月）を回答期限とし、

意見・回答を集約

◆配付資料 会議資料

① 令和４年度社会教育委員の会議等事業実績報告

② 令和５年度社会教育委員の会議等事業計画（案）

③ 大牟田市総合体育館整備の進捗について（報告）

④ 大牟田市人権問題意識調査の実施について（報告）

⑤ 八女地区社会教育委員連絡協議会視察（協議）

⑥ 令和４年度社会教育振興プランの進捗（報告）

⑦ 令和５年度社会教育・生涯学習事業計画（協議）

⑧ 社会教育・生涯学習基礎調査研究

（市民意識調査・若者意識調査）（報告）

⑨ 次期マスタープランの進捗・方向性について（報告・協議）

その他資料

① 大牟田文化会館大ホールステージにおけるスプリンクラーの

事故について

１ 令和４年度社会教育委員の会議等事業実績報告について

特に意見なし

２ 令和５年度社会教育委員の会議等事業計画（案）について

特に意見なし

３ 大牟田市総合体育館整備の進捗について（報告）について

特に意見なし

４ 大牟田市人権問題意識調査の実施（報告）について

特に意見なし

５ 八女地区社会教育委員連絡協議会視察（協議）について

出席予定者は次のとおり 出席：１１名、欠席：２名
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６ 令和４年度社会教育振興プランの進捗（報告）について

特に意見なし。委員からの情報提供あり

７ 令和５年度社会教育・生涯学習事業計画（協議）について

計画の承認については １３／１３ で承認

委員の意見に対しての行政の回答は以下のとおり

８ 社会教育・生涯学習基礎調査研究（市民意識調査・若者意識調査）（報告）につい

て

委員の意見に対しての行政の回答は以下のとおり

委 員

出席：堺議長、江崎副議長、堺(婦)委員、田中委員、長尾委員、
松尾(龍)委員、野田委員、木下委員、栗﨑委員、安元委員、柿川委員

欠席：松尾(直)委員、篠原委員

委 員

○ 4月より市内の小中学校の水曜日が早帰りとなり、4校時（第 3水曜日
は 5校時）放課後の活用をどうするか、検討してきた。SDGsの一環とし
て、玉川小学校では児童の保護者とボランティアスタッフが「玉川小学校

放課後塾応援団」を立ち上げた。放課後塾では、児童の自主学習を手伝い、

残りの時間で地域を知る学習に取り込んでいる。

委 員

今年度から小中学校で水曜午後が職員研修等に充てる時間となり、早帰り

になりました。子どもの居場所等で、子ども達が学習やあるいは、料理な

ど習い、家庭で生かせるような教室など、有意義に過ごせる取組などがあ

ればよいと思います。また、家庭で子どもと過ごす時間を充実させるよう

な声かけ、取組などがあれば幸いです。

行政職員

水曜日の早帰りの子どもの居場所については、今年に入り、開設している

地域もあることから、教育委員会、地域の動きを注視しているところです。

今後も地域学校家庭の連携が円滑になるよう支援をしてまいりたいと考え

ております。

委 員
子ども達の職場体験事業等があると、子ども達が将来の職業を選ぶ為の学校

選択につながるのではないか。

行政職員

子ども達の職場体験事業としては、子ども未来デッサンや今年度より南筑

後中学生リーダー養成も実施しておりますので、アンケート結果などをふ

まえて、今後の参考にさせていただきます。

委 員 回収できていない残りの 600件あまりの意見の方が気になります。
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９ 次期マスタープランの進捗・方向性について（報告・協議）について

委員の意見に対しての行政の回答は以下のとおり

行政職員

・600件あまりの未回収分については、コロナ禍での変化を捉えるために、
設問数が多かったことや用紙の返送だけの回答方法だったことから、次回

は設問数を少なくすることやインターネットによる回収など工夫が必要だ

と考えます。

委 員

生涯学習の必要性は昔も今もある。行けば何かを学べるし人とのつながりも

出来てくるから大事。情報元が広報おおむたや SNSなどだが、特に得られ
ていないという項目が多い。もっと情報の発信の場と方法を考えていく必要

があると思う。

行政職員

情報発信につきましては、発信方法、動画を活用する等、年齢層ごとにあ

った情報発信を行うとともに、事業内容を充実させる必要があると考えま

す。

委 員
学校が役割を果たす存在は大きいと思う。次世代を担う事業も、もっと学校

との連携を取り、協力して行っていけばと思う。

行政職員

学校と地域の連携については、地域学校協働活動等そのニーズが高まって

いることから、学校との連携、地域学校協働の支援など次世代育成に関し

て推進しく必要があると考えます。

委 員

○ 社会問題や情報通信分野の知識・技能、防災・防犯に関する学びを望ん

でいる若者が多い。このことからも行政は専門的な内容で、学生達に学べ

る場所（体験しながらも含む）を提供していくことが必要だと思う。

行政職員
また、若者が興味を持つ内容の事業を実施することで、若者が地域に目を

向けるきっかけづくりをしていくことが必要だと考えます。

委 員

○ 新教育振興基本計画②誰一人取り残されず、全ての人の可能性を引き出

す。共生社会の実現に向けた教育の推進の中で「支援を必要とする子ども

の長所・強みに着目する視点の重視」に注目しています。子ども達の可能

性を引き出すためにも、ななめのつながり、第３の場所があることは大切

だと思います。そのような機会・場所づくりを、社会教育の中で進めてい

ただければ、そして、できれば地域の中で、個別につながり、その子ども

を見守り（中長期的に）していくようなシステムが生涯学習で学ばれたこ

とを生かす一つの方法としてもあるとよいですね。

〇 子育て世代がもっと地域事業に参加しやすい環境を作っていただくこと

も必要かと思っております。

○ 地域がつながる「場」として社会教育施設が活用されることを期待しま

す。
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１０ おおむた文化会館大ホールステージにおけるスプリンクラーの事故について

特に意見なし。

○ 公民館等における地域の文化活動は、高齢化によるサークル会員減少や

解散など先細りです。これを防ぐには、若い世代との交流ができるイベン

ト等、必要ではないでしょうか。また、時代が変わると高齢者でも興味の

対象が変化します。公民館主催講座の内容もそれに応じて工夫する必要が

あると思います。

○ 高校生まちづくり体験事業への参加者が増えているとのこと。さらに楽

しく参加出来る環境を作って欲しい。

○ 子どもたちには、リアルな体験の機会を増やすような事業・地域づくり

を展開して欲しい。

○ 地域学校協働活動が進められ始めた頃、学校の中に地域の方が入り、生

徒達と交流し学ぶという地域の報告が、研修会でよくあげられていた。教

科によっては、今も続けられている。以前、学校のクラブ活動的なもので、

地域に毎週出かけていき、交流もかねて指導も行われていた。とても大事

なことだと思った。積極的に出来たら良い（行事等への参加、出展なども）。

○ 学習の場を広げる。学校←→地域‥小学校から大学まで、お互いの学校

間の交流が行われることで学習の場は確保できる。出来ないではなく、ど

うしたら出来るだろうと考えることが大切。各々の学校でやっている防災

の学習（体験）に地域を参加させていただき、地域の仲間として一緒に学

んでいく。又、そこに小・中・高など地域防災として学ぶ場を企画して行

けたら良いと思う。

○ 家庭 学校 この３つをつなぐものとして、通信・Wi-Fi環境の整
地域 備をする。学校では生徒達全員にタブレットがある。年

令関係なく、いつでも・どこでも学ぶ事が出来るよう、

情報や研修の場の提供が出来るようにしていく。

○ 人と人とのつながりが希薄になっており、地域が抱える問題も多くなり、

大人・子ども達にもボランティア活動や地域活動に参加してもらうような

取り組みをしてほしい。

○ 方向性はいいと思いますが、実現可能な施策を具体的に提案して欲しい

行政職員

すべての意見、感想が、委員のみなさんの社会教育・生涯学習へ期待して

いる表れであり、大変参考になるものです。すべてのご意見を迅速に反映

することはできませんが、いただいた意見を参考に、現在策定中のマスタ

ープランに掲げる事業内容の充実を図りたいと考えております。

また、マスプラ策定後も社会教育委員の会議で社会教育事業関連の進捗に

ついてご報告いたしますので、専門的な見地からのご意見をお願いいたし

ます。


